
　⑵　生徒質問紙調査

生徒質問紙調査

○学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査

　・　実生活において不可欠であり、常に活用で きるよう
　になっていることが望ましい知識・技能

　・　様々な課題解決のための構想を立て実践 し、評
　価・改善する力

主として「知識」に関する問題（Ａ） 主として「活用」に関する問題（Ｂ）

平成２７年度「全国学力・学習状況調査」における

中学校の結果分析と今後の取組について

　文部科学省による「全国学力・学習状況調査」について、平成２７年４月２１日（火）に、３年生を対象として、「教科（国語・数学・

理科）に関する調査」と「生徒質問紙調査」を実施いたしました。

　この度、本年度の調査結果を分析し、今後の取組についてまとめましたので、お知らせいたします。

　学校の現状を知っていただくとともに、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。

　なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。本校では、

他の教科等も含め、総合的に学力向上を目指しています。

１．調査の目的

　⑴　義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策

　　の成果と課題を検証し、その改善を図る。

　⑵　学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

　⑶　そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

　・　身につけておかなければ後の学年等の学習内容に

　影響を及ぼす内容
　・　知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力

２．調査内容

　⑴　教科に関する調査（国語，数学，理科）

高　見



①　学力調査（国語Ａ・Ｂ、数学Ａ・Ｂ，理科）結果

本市

全国

本市

全国

本市

全国

②　学力調査結果の分析

１．教科に関する調査結果の概要

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科

平成２５年度
74.7 65.0 60.3 38.2

76.4 67.4 63.7

高　見 中学校「平成２７年度　全国学力・学習状況調査」の結果について

41.5

平成２６年度
（理科：平成24年度）

77.2 47.6 62.4 54.4 48.6

79.4 51.0 67.4 59.8 51.0

平成２７年度
73.9 63.1 61.6 37.7 50.0

75.8 65.8 64.4 41.6 53.0

国語Ａ

全体的な
傾向や特徴など

・　全国平均正答率を上回っていたが、文脈に即して漢字を書く問題や、手紙の書き方
を理解して書く問題にやや課題が見られる。

全国平均正答率との比較

上回っている

よくできた問題
・　語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使う問題に対して正答率がかなり高い。
・　単語の類別について理解する問題に対して正答率が高い。

努力が必要な問題 ・　代表的な古典の作品に関心をもつ問題で、無解答率が高い。

国語Ｂ

全体的な
傾向や特徴など

・　全国平均正答率を下回っていたものの、無解答率もすべての問題で全国平均より
低い。資料から適切な情報を読み取ることに課題がある。

全国平均正答率との比較

下回っている

よくできた問題
・　資料の提示の仕方を工夫し、その理由を具体的に書く問題の正答率が高い。
・　文章の構成や展開などを踏まえ、根拠を明確にして自分の考えを書く問題の正答率が高い。

努力が必要な問題 ・　複数の資料から適切な情報を得て、自分の考えを具体的に書く問題に対する正答率が低い。

数学Ａ

全体的な
傾向や特徴など

・　全国平均正答率と同じであるが、図形に関する基本的事項を理解を問う問題に課
題が見られる。

全国平均正答率との比較

同じである

よくできた問題
・　多数回の試行の結果から得られる確率の意味を理解する問題の正答率がかなり高い。
・　一次関数の表から、ｘとｙの関係を式で表す問題の正答率が高い。

努力が必要な問題 ・　証明の必要性と意味を理解している問題の正答率が低い。

数学Ｂ

全体的な
傾向や特徴など

・　「関数」領域では、全国平均を上回っているものの、他の３領域が全国平均を下
回っており、全体として全国平均より低い。また、無答率も全国平均より高くなってい
る。

全国平均正答率との比較

下回っている

よくできた問題
・　必要な情報を選択して的確に処理し、その結果を事象に即して解釈する問題の正答率が高い。
・　資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的に表現し、その意味を解釈する問題の正答率が高い。

努力が必要な問題 ・　平面図形と空間図形を関連付けて事象を考察し、その特徴を的確に捉える問題の正答率が低い。

理科

全体的な
傾向や特徴など

・　全国平均をわずかだが、上回ることができた。記述式問題に対しても、苦手意識を
もたず、粘り強く取り組むことができた。

全国平均正答率との比較

上回っている

よくできた問題 ・　二酸化炭素の体積を量る場面において、水上置換法では正確に量れない理由を説明する問題の正答率が高い。

努力が必要な問題 ・　他者の考えを検討して改善し、混合物を加熱したときの科学変化を説明する問題の正答率が低い。



③　学校での学習状況に関する調査結果

④　本校と本市の対全国比（全国を１とする）

⑤　学校における学習状況に関する調査結果の分析

※　「そう思う」「どちらかと言
えばそう思う」

※　「当てはまる」「どちらか
と言えば当てはまる。」

※　「そう思う」「どちらかと言
えばそう思う」

・　本校では、各教科の授業の中で、本時の「めあて」と「まとめ」を板書で示す等、「ねらい」を明確にする授業の導入段階づくり、
「振り返り」で生徒にその時間の学習内容を理解させる授業の終末段階づくりに取り組んで入る。その成果が調査結果に表れて
いる。今後とも継続して、生徒が「わかる授業」づくりに取り組んでいきたい。
・　自分の考えを言葉や文章で表現することや感想文や説明文を書くことがが苦手だと感じている生徒が多い。自分の考えをまと
める・述べる活動、相手の意見を聞く活動（資料やデータ等を基に説明する話し合い活動など）を積極的に授業に取り入れていく
必要がある。

45

学校の授業などで，自分の考えを他の
人に説明したり，文章に書いたりするこ
とは難しいと思いますか。

※　「当てはまる」「どちらかと言えば当ては
まる。」

質問番号

質問事項

41

授業のはじめに目標（めあて・ねらい）
が示されていたと思いますか。

42

授業の最後に学習内容を振り返る活
動をよく行っていたと思いますか。

44

４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想
文や説明文を書くことは難しいと思い
ますか。

0.6

0.7

0.8

0.9

1

1.1

1.2

授業のはじめに目標（めあて・ねらい）が示されていたと思いま

すか。 

授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思い

ますか。 

４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことは難

しいと思いますか。 

学校の授業などで，自分の考えを他の人に説明したり，文章に

書いたりすることは難しいと思いますか。 

本校 

本市 

全国 

50.0  

47.6  

41.9  

38.6  

36.3  

37.8  

8.6  

12.1  

15.7  

1.4  

3.8  

4.6  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

当てはまる どちらかといえば，当てはまる どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない 

21.4  

17.4  

19.4  

41.4  

38.9  

39.9  

30.0  

33.3  

31.6  

5.7  

10.2  

8.9  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

当てはまる どちらかといえば，当てはまる どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない 

35.7  

37.1  

36.7  

27.1  

27.7  

27.7  

18.6  

20.1  

20.6  

17.1  

14.9  

15.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

そう思う どちらかといえば，そう思う どちらかといえば，そう思わない そう思わない 

31.4  

32.1  

30.8  

27.1  

33.9  

33.6  

21.4  

22.2  

23.3  

18.6  

11.6  

12.2  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

そう思う どちらかといえば，そう思う どちらかといえば，そう思わない そう思わない 



①　家庭学習習慣に関する調査結果

②　本校と本市の対全国比（全国を１とする）

③　家庭学習習慣に関する調査結果の分析

家で，学校の宿題をしていますか。

※　１時間以上

※　「している」「どちらかと言
えばしている。」

※　１時間以上

※　週１回以上

・　週１回以上図書室を利用する生徒の割合が全国平均より高く、図書館の利用率も高い。今後とも、図書室、図書コーナーの有
効活用を図り、読書活動の推進を図っていきたい。
・　平日に家で学習に取り組んでいる生徒の割合は、全校平均と比べてやや高いが、休日に取り組んでいる生徒の割合はやや
低い。課題の出し方を工夫するとともに、家庭学習への具体的な取り組み方の指導を行い、家庭学習の質・量ともに充実させる
ことによって、学力の向上を図りたい。

学校の授業時間以外に，普段(月曜日から
金曜日)，１日当たりどれくらいの時間，勉強
をしますか。（学習塾で勉強している時間や
家庭教師の先生に教わっている時間も含み
ます。）

14

土曜日や日曜日など学校が休みの日
に，１日当たりどれくらいの時間，勉強
をしますか。（学習塾で勉強している時
間や家庭教師の先生に教わっている
時間も含みます。）

17

昼休みや放課後，学校が休みの日に，
本(教科書や参考書，漫画や雑誌は除
きます。)を読んだり，借りたりするため
に，学校図書館・学校図書室や地域の
図書館にどれくらい行きますか。

21

２．家庭生活習慣等に関する調査結果の概要

13

0.6

0.7

0.8

0.9

1

1.1

1.2

学校の授業時間以外に，普段(月曜日から金曜

日)，１日当たりどれくらいの時間，勉強をします

か。（学習塾で勉強している時間や家庭教師の

先生に教わっている時間も含みます。） 

土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日当

たりどれくらいの時間，勉強をしますか。（学習塾

で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっ

ている時間も含みます。） 

昼休みや放課後，学校が休みの日に，本(教科

書や参考書，漫画や雑誌は除きます。)を読んだ

り，借りたりするために，学校図書館・学校図書

室や地域の図書館にどれくらい行きますか。 

家で，学校の宿題をしていますか。 

本校 

本市 

全国 

5.7  

5.8  

5.5  

12.9  

11.5  

12.2  

24.3  

18.2  

24.0  

22.9  

19.3  

27.0  

18.6  

23.9  

20.6  

14.3  

21.1  

10.6  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

4時間以上 3～4時間 2～3時間 1～2時間 1時間以内 全くしない 

11.4  

14.9  

10.4  

34.3  

19.9  

25.3  

24.3  

21.2  

33.3  

7.1  

16.8  

17.0  

10.0  

14.3  

8.6  

11.4  

12.7  

5.3  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

3時間以上 2～3時間 1～2時間 30分～1時間 30分以内 全くしない 

2.9  

2.9  

2.2  

8.6  

6.4  

6.0  

8.6  

12.6  

11.4  

20.0  

22.2  

23.1  

57.1  

55.4  

57.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

4回以上 週1～3回 月1～3回 年に数回 ほとんど，または，全く行かない 

47.1  

60.2  

65.8  

40.0  

26.1  

23.5  

10.0  

9.8  

7.9  

1.4  

3.7  

2.6  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

している どちらかといえば，している あまりしていない 全くしていない 



⑤　本校と本市の対全国比（全国を１とする）

⑥　生活習慣等に関する調査結果から分析される傾向

・　「自分にはよいところがある」と思っている生徒の割合が全国平均より高く、自己肯定感の高い生徒が多い。今後とも、この傾
向を続けて行くためにも、学校・家庭・地域が連携した取組を継続していくことが必要である。
・　将来の夢をもっている生徒が多く、夢の実現を図るためにキャリア教育（進路指導）を推進し、具体的な目標設定や進路選択
に結び付けるための取組を充実させる必要がある。
・　普段、１日当たり携帯電話やスマートフォンで通話やメール、インターネットをする時間が３時間以上の長時間利用の割合が増
えている。

24

学校に行くのは楽しいと思いますか。

※　「当てはまる」「どちらかと言えば当ては
まる。」

※　「そう思う」「どちらかと言
えばそう思う」

※　「当てはまる」「どちらか
と言えば当てはまる。」

※　２時間以下

6

自分には，よいところがあると思います
か。

9

将来の夢や目標を持っていますか。

12

普段(月曜日から金曜日)，１日当たり
どれくらいの時間，携帯電話やスマー
トフォンで通話やメール，インターネット
をしますか。(携帯電話やスマートフォ
ンを使ってゲームをする時間は除きま
す。)

55.7  

48.0  

47.5  

27.1  

33.5  

34.6  

10.0  

11.8  

11.5  

0% 20% 40% 60% 80%

本校 

本市 

全国 

そう思う どちらかといえば，そう思う どちらかといえば，そう思わない そう思わない 

25.7  

24.5  

26.2  

45.7  

39.8  

41.9  

22.9  

25.0  

22.3  

4.3  

10.5  

9.5  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

当てはまる どちらかといえば，当てはまる どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない 

51.4  

46.7  

46.0  

21.4  

24.2  

25.7  

12.9  

17.9  

17.5  

12.9  

10.9  

10.6  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

当てはまる どちらかといえば，当てはまる どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない 

8.6  

12.3  

9.9  

14.3  

9.9  

8.3  

17.1  

14.1  

13.1  

15.7  

15.4  

16.3  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

4時間以上 3～4時間 2～3時間 1～2時間 30分～1時間 30分以内 持ってない 

0.6

0.7

0.8

0.9

1

1.1

1.2
自分には，よいところがあると思いますか。 

将来の夢や目標を持っていますか。 

普段(月曜日から金曜日)，１日当たりどれくら

いの時間，携帯電話やスマートフォンで通話や

メール，インターネットをしますか。(携帯電話

やスマートフォンを使ってゲームをする時間は

除きます。

学校に行くのは楽しいと思いますか。 

本校 

本市 

全国 



①　教科に関する取組（全校で・学年で・学級で）

②　家庭生活習慣等に関する取組

○「保護者への啓発」
　　　・　全国学力・学習状況調査の結果、明らかになった課題や取組等を保護者へ周知し、学校と家庭が連携・協力して学力

　　　振り返り（自己調整学習を行い）家庭学習の質・量の向上を図る。
　　　①　週の初め（月曜日等）に、生徒が各自で朝自習の時間を活用して、その週の家庭学習の目標を定め・計画を立てる。
　　　②　日々の家庭学習で実行した内容を記録していく。

　　　　向上と進路の実現に向けて取り組めるようにする。

　　　③　次週の初め（月曜日等）に、前週の家庭学習を振り返って反省を記録するとともに、次週の目標・計画づくりに役立てる。
　　　④　毎週、学級担任による点検を行うとともに、保護者にも検印と一言をもらう。
○「家庭学習定量化プロジェクト」～『宿題・課題取りまとめ表』の活用～
　　　・　その週に出ている宿題・課題を一覧で見ることができるように、教科担任や学習委員、教科係等が記入したＡ３版の『宿

　　　・　数日分の新聞コラムをまとめて印刷したものを読み、その中から最も気になったものについて、その感想やコラムに対

　　　　題・課題とりまとめ表』を教室内に掲示する。そして、日々の宿題を生徒が意識できるようにして、宿題忘れや提出物忘れ
　　　　等を防止するとともに、教師が現在、生徒に出ている宿題・課題の全体量を把握して、宿題・課題の質・量ともに調整が
　　　　できるようにして、可能な限り家庭学習の定量化を図る。
○「保護者と生徒で読む新聞コラム」～ＮＩＥの取組を活用した家庭学習課題～

　　　　する意見をまとめる課題を通して、「自分の考えを言葉や文章で表現する」ことや、「感想文や説明文を書く」ことに慣れ
　　　　させ、苦手意識を軽減するとともに、保護者と生徒間の共通話題づくりをし、自己肯定感の醸成を図る。

　　　①　広報・連絡物（学校だより、学年だより、学級だより等）を定期的、必要に応じ臨時に配布し保護者への啓発に努める。

○「家庭学習チャレンジハンドブック」等の活用

　

　　　②　学校ホームページを毎月更新し、新しい情報の提供や啓発に努める。

○「小中連携による学力向上の取組」
　　　・　小中教員による授業研究会を各学期に実施（研究推進学習会・授業づくり学習会等）。
　　　・　小中教員による校内研修会を各学期に実施（対人スキルアップ・自殺予防教育・情報モラル教育等）。
　　　・　小学校「夏の教室」における中学生のボランティア教師体験。

　　　・　学活の時間を利用して、担任が家庭学習全般（家庭学習Ｑ＆Ａ等）について、また、各教科の家庭学習のポイントにつ
　　　いては、各教科担任科が授業の時間に指導する。
　　　・　教科担任が学年別指導内容を熟知した上で教科指導にあたる。

３．調査結果から明らかになった、課題解決のための重点的な取組（全校・学年・学級・教科毎の取組）

　　　・　家庭学習の取組について、生活ノートを活用した以下のような取組を行い、生徒が自分の学習を自分で計画し、実行し、

○　　基礎的・基本的な学習内容の徹底した定着
　　・　日々の宿題は、教科担任が提出の有無、内容等を点検した後生徒に返却する。長期休業日中の課題等については、係の

　　・　日々の授業での、本時の学習の「めあて」と「まとめ」を板書で示す等、学習の「ねらい」を明確にする授業の導入段階、「振

　　・　研究主題「基礎的・基本的な知識・技能を活用する（思考力・判断力・表現力）を高めるための言語活動の在り方の研究」を
　　　まえた、考える力や知識・技能を活用する力をはぐくむ授業づくり　～　各教科の特性を踏まえた取組の工夫　～

　　り返り」で、生徒にその時間の学習内容を理解させる授業の終末段階づくりを通した、生徒が「わかる授業」づくりの継続的な

○　　校内研究の計画的な推進
　　推進。

　　生徒が回収し、提出の有無を調べた後、担任が確認。その後、教科担任が内容を点検し、生徒に返却する。　未提出が続く
　　場合は、教科担任や担任から提出を促すなど、提出物の徹底を図る。

　　・　研究を推進するために、若年教師や講師による公開授業、教科間や教科の枠を超えた授業交流を実施する。

○「家庭学習スタンダード化プロジェクト」～自己調整学習の取組～


